


情報工学科  板倉 賢一 

「図書館と自分の専門」に関する原稿依頼を受け

た。勝手につけた名前であるが，私の研究分野を「可

視化情報処理」と呼んでいる。つまり，見えないも

のをコンピュータの中で見えるようにする。例えば，

地下の岩盤の中とか，アルゴリズムのような抽象概

念や感性といった心の中までも。将来的には研究者

の有する多様で複雑なデータを研究者の望むように，

コンピュータ技術を駆使して可視化表示する分野へ

展開できればと考えている。研究者の意図を汲み取

り，データを理解して最適な可視化表示を提案，実

行するビジュアリストを育てるのである。

なぜこのような研究分野を志向するようになっ

たかであるが，次のような経緯がある。昔は資源開

発工学の分野で，岩石，岩盤の破壊，炭鉱保安等の

研究を主に行っていた。情報工学科に移ってから，

情報工学と資源開発工学の橋渡し的な研究に移行し，

その後感性工学関連の研究にも手を染めるようにな

った。社会的なニーズから，未だに昔の研究分野か

らも抜けきれず，資源開発工学，土木工学，情報処

理工学，計測工学，感性工学等に足を突っ込んでい

る。こうした広い分野（これらだけではないが）の

共通項が，「可視化情報処理」だったわけである。

はて，ここで筆が止まった。研究分野と図書館が

結びつかない。

図書館といって思い出すのは，♪♪つたの絡まる

チャペルで・・・秋の日の図書館のノートとインク

の匂い 枯葉の散る窓辺・・・♪♪（作詞作曲：平

岡精二，唄：ペギー葉山）である。時々カラオケで

懐かしくこの「学生時代」を歌う。このような学生

時代を送っている女性に憧れていた，学生時代を思

い出す。因みに，モデルは昔の青山学院だそうであ

る。

さて，もう一つ図書館で気になることがある。そ

れは，図書館に共通した匂いである。書店の匂いに

近いが，少し違う。何の匂いであろうか。印刷イン

クや製本接着剤の揮発成分？カビ？防虫剤？私は，

紙の酸化臭ではないかと疑っている。だとすると，

本は図書館の中でゆっくりとした化学反応を起こし

ながら，ただひたすら死に向かっている。人生に似

ている。図書館は，本の吐息で満ちている。古い本

の多い図書館には，だから枯葉が良く似合うのかも

しれない。

どうもアカデミックな接点が見つからない。考え

て見ると，図書館にそれほど足を運ばない。研究分

野で必要な専門図書は，購入することを基本にして

いるからではなかろうか。最近は，年間 20～30 万

円が図書費である。今必要な本，いつか必要になる

匂いのする本は，手元に置いておきたい。いつか必

要になるなどという本を蓄えておくのは，不合理極

まりないと仰る諸兄も多いと思うが，私はこれに何

度も救われた。徹夜して論文や原稿を書くとき（こ

れも不健康なのだが），教員室の中で資料や引用文，

参考図書を見つけ出すことができるのである。その

悦びと安堵は，値千金である。ここに居てくれてよ

かったと，本に感謝する。最近ではインターネット

で一部の文献は読むことが可能になってきたが，匂

いがしない。つまり，私にとって教員室はミニ図書

館なのである。自分の図書館が欲しいのである。お

かげで，教員室は足の踏み場も無い。旅行の際に，

文庫本を必要な分だけ裂いて持ち歩く人がいるが，

自分にはできない。本は生き物だから，大切にしな

くてはいけないと思い込んでいる。だから増えてゆ

く。それ以外に，学会誌，論文誌の量も相当である。

「可視化情報処理」は研究分野を横断するため，必

然的に所属学会も多くなる。これらの雑誌も，青い

吐息を放つ。教員室も，図書館に近い匂いがし始め

ている。

最後に，私はいつか自分の著書が図書館に並び，

呼吸し始めるのを夢見ている。図書館からは，ため

息が聞こえてきそうだが。
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ｷｬﾘｱ･ｻﾎﾟｰﾄ･ｾﾝﾀｰ  高井 俊次 

音楽がそうであるように，文章も時にその一端を

眼にするだけで作者が判ることがある。それは不思

議な体験だった。いつのことだったかもう覚えては

いないが，ある日，朝日新聞に「明るい悩みの相談

室」という連載があることに気づいた。中島らもと

いう作家名には聞き覚えもなく気にかけなかったが，

何行か読んだ時，ふっとこの中島らもというのは幼

馴染みの Y ではないかと思った。確証は全くなかっ

た。それがどんな文章だったのかさえ今はもう覚え

てはいない。

 Y とは小学校の同級生で自宅が隣どうしだった。

20 年以上も顔をあわさず，彼がどこで何をしている

のか知る由もなかった。しかし，それから幾つか  

＜中島らも＞の文章に触れ，プレイガイド・ジャー

ナル誌に連載されていた漫画「てっちゃん」が同じ

＜中島らも＞の作であることに気づくと，その思い

は一層強まり，ある時「1952 年兵庫県生まれ」との

紹介をみて，どういう訳か確信に変わった。

実は，彼とは隣どうしであったにも拘わらず，ど

ういう形で付き合い始めたのか全く記憶にない。家

の離れた H や U とはもっと幼い日の記憶が甘く残

るが，Y は小学校の 2 年生頃になって急に記憶の中

に登場する。それもある種の衝撃―鮮烈というより

はドーンと鈍く響いてくるような―を伴ってだ。Y
に係わるすべての記憶は彼の部屋で膨大な本の数に

圧倒されたことに始まる。当時毎月一冊ずつ刊行さ

れていた小学館の少年少女世界名作文学全集をＹも

僕も親から買い与えられており，どちらが早く読み

終えるかなどを競っていた。もちろんその競争に負

けるのが僕の役割だ。ただ，彼は早く読み終えるだ

けでなく，隅々までを読み込んでいた。同全集の「怪

盗アルセーヌ・ルパン」に登場するイギリスの名探

偵ホームズは実は別の小説の主人公であると指摘し

た。そんな彼の家を訪ねて本の貸し借りをすること

があった。彼の書棚から多くを借りた。最初に借り

たのは偕成社の名作冒険全集の「紅はこべ」と「ゼ

ンダ城の虜」だったと思う。たちまちに僕はこの活

劇の虜になった。

そんな折り，彼が「きいろいじゅんいち」と題し

たお兄さんを主人公にした漫画を描いていることを

知った。デフォルメされた登場人物は奇異に見えた

が，何よりも僕には何故主人公のじゅんいちが黄色

なのかが分からなかった。

彼に訊いた。

「そう思うからだ」という答えだった。

彼との記憶でいまひとつ鮮明なものは，彼が探検

と称してあちこちに僕を連れまわしたことだ。ドラ

えもんの風景ではないが，学校と家の近くに十分に

空き地と川と池があり，悪童たちの格好の遊び場に

なっていた。Y はそんな我々には加わらず，時に僕

を「探検に行こう」と誘って，見慣れた世界から外

へ連れ出した。見たこともない風景，微妙に違う家

並みに恐る恐る彼についていった。大人たちの不審

の視線も浴びた。随分長く歩いた。太陽の光もいつ

もと違うきらめきを漂わせていた。道に迷って帰れ

ないのではないかと何度も思った。暗くなって帰っ

て母からこっぴどく叱られた。子供だけで知らない

ところへ行ってはいけない，Ｙに言われたからとい

ってついていく必要は全くない，それでも，幼稚園

の横の川を下れば，池があってそこで何か工事をし

ていたことも知った。次に行ったらそこは公園にな

っていた。上ると省線のガードを越えて二つに分か

れ，一方は線路沿いに草むらの中へ消え，他方はさ

らに遠くに見える山のほうへ続いていることも知っ

た。

やがてＹとはクラス替えで別々になり，まもなく

彼は芦屋の小学校へ寄留で転校した。私立中学受験

のためであった。彼のエッセイでも時々この頃の何

人かの友人たちの中で僕のことにも触れられている

らしい。「栴檀は双葉より芳し」という言葉があるが，

本と探検で僕を一瞬のラビリンスへ連れ出した Yは，

少し危険な香りを残して異世界へ消えた。
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基基基本本本的的的ななな検検検索索索 OOOnnneeeLLLooooookkk（（（ワワワンンンルルルッッッククク）））ののの使使使いいい方方方

検索語を入力して，検索ボタンをクリックするだけで，１７種類の辞書・事典類，５種類の雑誌記事・

コラムからの一括検索ができます。また，検索結果から各辞書類の本文を参照できます。 

出版社提供の『活用ガイド』をダウンロードすることが出来ます。詳しくは図書館ホームページ

（http://mitlib.lib.muroran-it.ac.jp/）内の『ジャパンナレッジ・使い方』をご覧下さい。

③複数の辞書を一括

検索した検索結果が

表示されます。

⑤日本大百科全書の本文

を読むことが出来ます。

① 検 索 窓 に 検 索

語を入力します。

【例：宇宙開発】

②検索をクリック!!
検索開始

④１．宇宙開発（日本百科全

書）を選択し，クリック!!
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図書購入リクエスト
裏面の「図書購入リクエストの利用について」を必ずお読み下さい！

＊＊ 資料情報 ＊＊

書 名

著者名

発行所 発行年

金 額 ISBN

備 考

＊＊ 申込者情報 ＊＊

利用者区分（ 学部学生 / 大学院生 / 教職員 / 学外利用者 ）○印をつけてください

所 属（学科）
学籍番号

利用者 ID

氏 名 申込日 月 日

入荷連絡 （ 要 ・ 不要 ） ○印をつけてください

メールアドレス： ＠

電話番号（学外利用者限定）：

＊�入荷連絡が必要な方は入荷連絡欄の『要』に○印をつけ、連絡先を記入してください。

図書館では，図書の選定を，教員と図書館職員と利用者の３者で行っております。利用者の皆様に対しては，「図

書購入リクエスト」というサービスを行っております。以下にこのサービスをＱ＆Ａ式に簡単にご説明いたします。

○ どのようなサービスですか ?

― 図書館では，利用者の方のニーズを重要視した選書体制をとって�

おり，皆様が図書館においてほしい図書，いわば読みたい図書をお申�

し込みいただき，翌月，決定し，掲示及びホームページ上で公開した�

上で，購入いたします。

○ どのようにして申し込むのですか ?

－ ２つの方法があります。ひとつは，図書館内１，２階のアンケートボックスコーナー＜写真１＞

にて，申込用紙＜写真２＞に記載，投函していただきます。�もうひとつは，インターネットを利

用した方法で，図書館ホームページの，図書購入リクエストの申込画面から行う方法です。

＜写真１＞

＜写真２＞

○ どのような制限があるのですか ?

－ 詳しいことは，申込用紙裏面に記載されておりますが，必ず氏名を書いていただきます。こ

れは連絡が必要になった時，また，選定の公平さを期すためです。基本的に学習及び教養に資す

るための図書が対象となり，かなり広い範囲となりますが，極めて専門性の高い研究図書や娯楽

性が強い漫画などはご遠慮いただいています。また，冊数及び価格的には，１人，２冊／月まで

で1冊の価格は，６,０００円以内としております。�

○ どのくらいの期間で納入するのですか ?

－ １ヵ月まとめて選定となるため，申込時点から２０日～４０日程度となります。�

○ 入荷連絡や予約はできますか ?

－�申込用紙若しくは申込画面にて該当欄にチェックしていただき，連絡先(メール又は電話)を

記入していただきます。入荷整理後，ご連絡及びご予約処理をいたします。�

○ 利用状況はどうですか ?

－ 平成１５年４月より平成１７年１２月までのデータを調べましたところ，概ね，以下のとおりです。�

申込者数は，636 名 年平均 172 名 月平均 14 名，申込冊数は 1,357 冊��年平均 370 冊 月平均 31 冊

2.1 冊/1 名につきの状況です。�

採用冊数は，1,092 冊で，採用比率は 80.5%です。�

利用者区分別では，学生 56％ 院生・研究生・留学生 17%��学外者 19%��不明 5% 教職員 3% の順です。�

資料の価格帯は， 約２/３が 1,000～1,999 円台で，1,500～1,999 円の比率が最も多いです。�

申込方法は，BOX によるものが 77.5%をしめていますが，最近は図書館ホームページからの申込（Ｗｅｂ）が多いです。

○ どのようなリクエストが多いのですか ?

－ 分野的には，日本文学（小説）が最も多く，次いで，コンピュータ関係，さらに，社会科学，特に経済学関係の申し込

みが多くなっております。近年増加しているのは，日本文学（小説）の分野となっております。�

最近では，申込件数も徐々に増加しております。皆様のご要望にできるだけお答えできるよう，改善を重ね

て，より良い「図書購入リクエスト」サービスにしたいと思っております。

どうぞ多数のご利用をお願いいたします。
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〇 はじめに ～ ｢利用者の声｣とは？

図書館ではよりよいサービス提供のため，利用者の皆様から図書館に対するご希望，ご不明な点，その他お気づ

きになったことなどを｢利用者の声｣として受付しています。 

〇 よくあるものは

よくあるものを，①館内の環境・設備に関するもの，②資料に関するもの，③個別のサービスに関するもの，の
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② 資料に関するもの
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   「〇×に関する本（あるいは雑誌）を入れてください」といったご要望は図書館の選定の際に参考にしております。

資格図書等コーナーを設けて蔵書を強化しているものもあります。

教養系の図書（特に最近の日本文学）充実のご要望はたびたびいただいており，図書館では教養図書として文学に関

する資料を年間１００冊以上購入しております。１７年度の図書館選定ではこれまで所蔵の無かった作家の資料が多か

ったかと思いますがいかがでしたでしょうか。特に希望するものについては図書購入リクエストをご利用願います。

③ 個別のサービスに関するもの

ご要望は多岐にわたりますが，館内での飲食に関するご要望，開館日・開館時間の延長に関するご要望を多くいただ

いております。

館内での飲食のご要望は以前からいただいております。そのことを受けまして，飲み物については，キャップ付き飲

料水に限って許可しています。食事は引続き禁止としていますのでご理解願います。

   開館日，開館時間については，休館日の開館，開館時間の延長のご要望をたびたびいただいております。ご要望を受

けて試験期の開館延長などを実施しています。長期休暇中の休館日等の開館については，利用動向，アンケートの結果

などから，予算の問題も含めて判断していくことになりますのでご了承願います。

〇 さいごに

図書館（１階，２階）にアンケートボックスを設置していますので，記入のうえ，お入れください。また，図書

館ホームページ上のメール（toshokan@mmm.muroran-it.ac.jp）からも受付けております。今後もサービスの改

善に努めてまいりますのでよろしくお願いします。
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　豊富な調査データを通して，各世代ごとの上・中・下の階層意識を基に，各

層の様々な社会観を比較分析した消費社会論である。社会格差が急速に拡が

り，二極化の傾向を表し始めてきた昨今，所得のみならず，意欲の低下を伴う

とされる下流階層への流動化が進みつつある。その階層がもたらす下流社会と

は，どのような社会なのか，そこではどのような価値観をもち，どのような生

活や消費形態になっていくのかを指し示す問題提起の一冊。

『下流社会 ～新たな階層集団の出現～（光文社新書）』
　 三浦展著　光文社, 2005.9　

　（配架場所：2F文庫新書コーナー361.8）

『複雑な世界、単純な法則 
　　　　　　～ネットワーク科学の最前線～』    
　 マーク・ブキャナン著　阪本芳久訳　草思社，2005.3

　（配架場所：1F 開架書架 404）

『環境リスク学 ～不安の海の羅針盤～』 
　 中西準子著　日本評論社，2004.12

　（配架場所：1F 開架図書 519.15）

『東京タワー ～オカンとボクと、時々、オトン～』
　リリー・フランキー著　扶桑社，2005.6

　（配架場所：2F 開架書架　913.6/F44）

　「オカンの人生は十八のボクから見ても，小さく見えてしまう。それは，ボクに自

分の人生を切り分けてくれたからなのだ。（文中）」　福岡と東京での生活のなか，

偉大な母と息子のそして父との，リアリティのある愛情のやり取りは，世代を超えて

深い感動を与えて止まず，読後，素直に母親に感謝したくなるような余韻を残す。マ

ルチタレントである著者の自叙伝的小説で，現代の名作とも称される。

　インターネット，脳，社会集団，生態系，これら複雑な世界を，「繋がり」いわ

ば「ネットワーク」の視点で捉える新しい手法，これがネットワーク科学である。

単純とも言える根本としての�スモールワールドネットワーク�を説明し，その上

で，自然科学，社会科学の問題の解明を進めていく，非常に革命的な科学の書。

　著者は，ファクト(事実データ)へのこだわり～超越を経て，新しい分野である環

境リスク評価を開拓した。豊富な事例をもとに，このリスク評価の基本的な考え方

をＱ＆Ａ式に記述し，さらにダイオキシン・環境ホルモン・ＢＳＥ問題，その他意

外なリスク等を極めてわかりやすい文章で説明している，いわば環境リスクに対す

る啓蒙の書である。ちなみに平成１７年度の毎日出版文化賞を受賞している。
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平成18年度前期　図書館開館カレンダー

編集発行　室蘭工業大学附属図書館　

〒050－8585 北海道室蘭市水元町27番1号

Tel 0143‑46‑5187 　FAX 0143‑46‑5196

図書館のホームページ  http://mitlib.lib.muroran‑it.ac.jp/

開館
時間
区分
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日
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月 火 水 木 金 土
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9
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10 11 12 13 14 15
17 18 19 20 21 22

23 24
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1 2
9
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2728 29 330030 331131229929

3
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9
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2
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3
日

4 5
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1 2
9
116616
10 11 12

13 114414 115515 117717 118818 19
20 221121 222222 223323 224424 225525 26
27 228828

日
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111 2
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221121

1　2 … 9：00～21：00
　　 … 9：00～17：00 1　2 … 9：00～16：301　21　2

1　2 … 10：00～16：30 1　2 … 休館日

＊のついた日は，定期試験期間中（予備日を除く）のため，開館時間は，
　以下のとおり延長となります。ご留意願います。
　　土曜日／9：00～21：00　　日曜日・祝日／10：00～21：00

４月

５月

６月

７月

８月

９月
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